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中部圏の成長戦略～次世代製造業の高付加価値化、観光・農林水産業

（出所）中部経済産業局「中部地域八ヶ岳構造創出戦略」

＜北陸圏中部圏の国土形成を考える会資料＞ 中京大学経済学部客員教授 内田俊宏
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中部圏の次世代ものづくり～北陸圏や首都圏との連携による競争力強化

資料：中部経済産業局資料を基に加工

北陸圏

首都圏

中部圏



就業者の産業別構成からみて、親和性の高い北陸圏と中部圏

資料：富山県



川下ユーザーの技術シーズに応えるため、国内他地域との連携が不可欠

資料：中部経済産業局



炭素繊維複合材分野での世界的な開発・生産拠点の形成に向けた連携

資料：中部経済産業局



資料：経済産業省

他産業との横連携によるビジネスチャンス～技術融合による相乗効果



新幹線の既開業区間の開業効果～時間短縮効果と利用者の増加

資料：国交省



東北新幹線開業による観光入込客数への影響～八戸、新青森開業前後

資料：青森県



「昇龍道」プロジェクトは北陸圏中部圏の重要な成長戦略～訪日客・シニア

（出所） 中部運輸局「昇龍道プロジェクト」
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成長戦略を支える高度インフラ、企業誘致や観光振興には道路は不可欠

10

高速道路の環状化は、観光資源のパッケージ化や生産活動の効率化に不可欠。

（出所）ＮＥＸＣＯ中日本

４車線化
要望
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２０２７年リニア開業効果～名古屋が首都圏近郊都市と同等の時間距離に

２０２７年リニア開業は、２０２０年東京五輪後の落ち込みをカバーするビッグプロジェクト。

品川４０分、奈良２５分、大阪２７分、京都３０分（のぞみ乗換）で名古屋が観光滞在拠点に

ルート

※品川～名古屋駅間の中間駅についてはJR東海「中央新幹線(東京都・名古屋市間)計画段階環境配慮書」を元にＭＵＲＣ作成

2027年開業予定2045年開業予定

品川駅
（地下）

相模原市内
（地下）

甲府盆地南部
（中央市、甲府
市、昭和町）
（地上）

飯田市周辺
（地上）

中津川市西部
（地上）

名古屋駅
（地下）
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2015年7月6日

名古屋大学
未来社会創造機構 教授

グリーンモビリティ連携研究センター長

森 川 高 行

資料 6



東京名古屋大阪

東京名古屋大阪

リニアによるスーパーメガリージョン(SMR)の形成

現在

リニア中央新幹線
東京-大阪
整備後

それぞれの都市圏の
円は平均通勤範囲

43分29分36分

100分50分

27分 40分

人口6千万
人のスー
パーメガ
リージョン



SMRは単なる巨大都市圏であってはならない

• 3大都市圏がそれぞれ特徴をもち、シナジー効果を
発揮すべき

• いくら時間距離が短くなると言っても、大きな料金抵
抗がある。料金抵抗を超える効用が無いとつなが
る意味は薄い。

• どこかの都市圏が大規模災害などで機能低下した
ときに他都市圏がバックアップできることも必要
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シナジー効果を発揮するための各都市圏の特徴は？

• 東京都市圏は、日本の政治・経済の中心であり、世
界のスーパー都市。何でもあるし、レベルも高い。

• 大阪都市圏は、歴史・文化の中心。歴史的観光資
源は他の地域を凌駕する。

• さて、名古屋都市圏の役割は？
– 中部圏は、地理的中心性と、日本らしさが最も残る「日本
の中の日本」、言わば“Heartland of Japan”（中心地、
心臓地帯、心のふるさと）

– その中心都市としての名古屋都市圏
– そのためには中部圏が一体化していることが必須
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中部のハートランド性：（１）モノづくりによる経済エンジン

• 日本の国際的地位を築いてきた「信頼できるモノづ
くり」の中心

• 木曾ヒノキや陶土の活用から始まる歴史
• 匠の技と精神を活かしたモノづくり

– パソコン製造などの「組み合わせ」型でない、「すり合わ
せ」型の強み

• 現在においても日本の経済エンジンを担う
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中部のハートランド性：（２）自然と溶け合う文化

• 京都・奈良などにみられるような、洗練された歴史
的文化でなく、より日本古来の土着的な、自然と融
合した文化

– 伊勢神宮、熱田神宮
– 白川郷・五箇山
– 中部山岳地域の山村・自然
– 田楽、地歌舞伎、万歳など
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中部のハートランド性：（３）都市に息づく田舎性

• 昭和中期までのほとんどの日本に残っていた「田舎
性」が、大都市においても息づく

– 勤勉さ、我慢強さ
– 謙虚さ、出たからず
– 濃密な人間関係、助け合い
– 芸事好き

• 都市生活も田舎的良さが残る
– 広い家、三世代同居
– 自然への近さ
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SMRにおける３大都市圏の位置付け

8

関西

歴史・
文化

関東名古屋

高山 中部山岳地域

金沢

伊勢

熊野

国際・
都会

技術・自然

日本の“ハートランド”
中部

白川郷

日本海

伊勢湾

太平洋

高速鉄道と高速
道路それぞれの
ダブルトラック化



日本の都市における「玄関」と「座敷」

9

座
敷

玄
関廊下

旧来の市街地
城下町の場合は武家地・町人地など

幹線鉄道の駅
昔の駅は迷惑施設

（
畳
を
敷
い

た
居
室
）

• もともと、旧市街地に商業・業務地や居住地があり、少し離れた寂しい場所
に幹線鉄道駅があった。

• 鉄道の電化によって駅が迷惑施設で無くなり、都市の拡大や都市間移動の
増加によって駅そばの価値が高まってきた。

• 駅そばの開発が進み、旧市街地のにぎわいを超えるような都市も出てきた。
• 最近では、座敷（旧市街地）まで行かずに玄関（駅そば）で用事を済ます忙
しい人も多くなり、その傾向はますます顕著に。



名古屋都市圏・中部圏
（リニア開通による座敷化）

東
京

（
玄
関
）

Heartland of Japan

リニア
など

玄関／座敷の入れ子構造
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名古屋
（玄関）

中部圏
（座敷）

名
駅

（
玄
関
）

栄
・
大
須

（
座
敷
）

京
阪
神

（
昔
か
ら
の
座
敷
）



SMRにおける中部圏～名古屋のあり方

• 中部圏は、「日本のハートランド」すなわち「日
本の座敷」という認識を中部圏で共有する
– 中部圏はSMRにおける座敷として、大玄関である東京との
連携を考える

– 中部圏内の連携を強化して、モノづくりや観光で強固な協
力体制を築く

– 名古屋都市圏は、中部圏の要及び玄関として中部圏の経
済・人材育成・交通拠点として政策を考える
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名古屋都市圏・中部圏
（リニア開通による座敷化）

東
京

（
玄
関
）

Heartland of Japan

リニア
など

玄関／座敷理論による中部圏～名古屋の主な課題
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名古屋
（玄関）

中部圏
（座敷）

名
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）

栄
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）

京
阪
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（
昔
か
ら
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敷
）

名駅―栄間
のアクセシビ
リティ強化

栄の魅
力アップ

名古屋と中部
圏内のアクセ
シビリティ強化

中部圏
内の連
携強化

地域の玄
関としての
名駅整備




